
　

仁
井
田
地
区
に
は「
仁
井
田
田

植
え
踊
り
」と
呼
ば
れ
る
郷
土
芸

能
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時

代
の
元げ

ん
ろ
く禄

年
間（
１
６
８
８
～
１

７
０
３
年
）か
ら
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
踊
り
は
、
稲
の
順
調
な

生
長
を
願
い
、
豊
作
を
祈
る
踊
り

で
、
当
時
の
人
々
の
生
活
と
深
い

関
わ
り
が
あ
り
、
唄
と
踊
り
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
県
内

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

市
内
で
は
仁
井
田
地
区
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
仁
井
田
田
植
え
踊

り
を
後
世
に
長
く
伝
え
て
い
く
た

　
「
古こ

寺で
ら

山さ
ん

自じ

奉ほ
う

楽ら
く

」は
、
上
小
山

田
地
区
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
で
、

宝ほ
う

暦れ
き

２
年（
１
７
５
２
年
）に
始

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
寺
山
自
奉
楽
は
、
田で

ん
が
く楽

芸
で

あ
る「
平ひ

ら

鍬く
わ

踊
り
」と「
田
植
踊
り
」

に
、
優
美
な「
獅
子
舞
」が
伴
う
構

成
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

　

自
然
豊
か
な
田
園
風
景
に
恵
ま
れ
た
本
市
で
は
、
各
地
区
で
民
俗
芸

能
が
生
ま
れ
、
長
年
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
少

子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
継
承
が
難
し
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
学
校
と
地
区
の
保
存
団
体
が
連
携
し
て
、

郷
土
芸
能
の
継
承
に
努
め
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ

■ 
11
月
１
日~

７
日
は「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」

そ
れ
ぞ
れ
の
演
技
が
優
れ
て
お
り
、

昭
和
49
年
に
県
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
東
小
で
は
、本
年
度
か
ら「
古

寺
山
自
奉
楽
保
存
会
」と
連
携
し
、

４
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
中
で

自
奉
楽
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
授
業
で
は
、
保
存
会
の
皆

さ
ん
か
ら
自
奉
楽
の
歴
史
な
ど
を

学
び
、
唄
と
踊
り
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
10
月
24
日

の
学
習
発
表
会
で
披
露
し
ま
し
た
。

文
化
振
興
課
☎（
94
）２
１
５
２

　持続可能な社会を目指した
取り組み「SDGs」17のゴール
をシリーズでお知らせします。
☞企画政策課☎（88）9111

●目標11「住み続けられるまちづくりを」
　都市部は便利な反面、人口の集中で様々な
問題が発生します。現在、世界人口の半数以
上が都市部に集中し、2050年には約70％ま
で増加すると予想されています。
　安全に住み続けるために、災害対策や人口減

少対策などを住民参加型のまちづくりで進めることが大切です。
市の主な事業　防災体制推進事業、地域コミュニティ活性化推進事業など

●目標12「つくる責任つかう責任」
　毎年、世界で生産される食料の約3分の1が
消費されずに廃棄され、年間約800万トンの
プラスチック製品が、自然界で分解されずに
海に流出しているという試算があります。
　深刻化する環境問題を解決するために、食

品ロスや廃棄物の削減、リサイクルへの取り組みが重要です。
市の主な事業　ごみ分別推進事業、環境意識啓発事業など

教えて！
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～
学
校
と
郷
土
芸
能
保
存
団
体
の
連
携
～

め
、
平
成
4
年
に
市
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

仁
井
田
小
で
は「
仁
井
田
田
植

踊
保
存
会
」と
連
携
し
、
５
年
生
が

唄
と
踊
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
運
動
会
や
学

校
田
で
田
植
え
を
し
た
と
き
に
、

保
存
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
田
植

え
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

稲
の
順
調
な
生
長
を
願
う

「
仁
井
田
田
植
え
踊
り
」

芭蕉まつりで披露した仁井田田植え踊り

県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
古
寺
山
自
奉
楽
」

　

桙
衝
地
区
に
は「
桙
衝
神
社
太た

い

鼓こ

獅じ

子し

」と
呼
ば
れ
る
郷
土
芸
能

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

の
元
禄
年
間
に
現
在
の
よ
う
な
形

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
太
鼓
獅
子
は
、
旧
暦
の
う
る
う

年
に
、
桙
衝
神
社
の
本
祭
り
の
際

に
行
わ
れ
る
神み

こ
し輿
渡と

御ぎ
ょ

で
披
露
さ

れ
、
百む

か
で足

獅じ

子し

と
そ
れ
に
続
く
艶あ

で

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く

「
桙
衝
神
社
太
鼓
獅
子
」

や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
小
気
味
よ
い
太
鼓
打

ち
が
特
徴
で
す
。

　

古
式
な
形
態
を
残
し
て
お
り
、

昭
和
43
年
に
旧
長
沼
町（
現
須
賀

川
市
）の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
に
は
、
長
沼
東
小
と

「
桙
衝
神
社
太
鼓
獅
子
保
存
会
」が

連
携
し
て
太
鼓
獅
子
に
取
り
組
み
、

お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
桙
衝
地
区
以
外
か
ら
通
う
児
童

た
ち
に
も
学
区
内
の
伝
統
行
事
に

触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
こ
の
行
事
に
は
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
約
30
人
が
参
加
し
、

６
年
生
が
大
太
鼓
、
５
年
生
以
下

が
小
太
鼓
を
演
奏
し
ま
し
た
。

小気味よい太鼓の音色が鳴り響く桙衝神社太鼓獅子

自奉楽で風流のはじめ館オープンを華やかに飾りました

　自治総合センターでは、地域のコミュニティ
活動の活性化を図るとともに、宝くじの普及・
広報活動のためにコミュニティ助成事業を行っ
ています。

地域活動に必要な防災体制を整備
　本年度は、八幡町自主防災会が宝くじ助成金
の交付団体に採択され、この助成金で防災やコ
ミュニティ活動に必要な災害用ガス釜、テント
などを整備しました。
　万一の事態に対する住民の安心感が得られる
だけではなく、地域住民の防災意識の啓発にも
つながっています。
　宝くじの助成金は、地域
コミュニティ活動の発展に
大いに役立てられています。

☞企画政策課☎（88）9131

宝くじ助成事業を活用したまちづくりもう一度おさらい!!
「新しい生活様式」
日常生活での徹底と継続が大切です

更
な
る
継
承
に
向
け
て

新型コロナウイルス
接触確認アプリ
C
コ コ ア

OCOAのご利用を

　感染者と接触した可能性に
ついて通知を受け取ることが
できます。
　感染の可能性をいち早く知
ることで、早期の検査受診や
外出自粛など適切
な行動を取ること
ができます。
－厚生労働省－ 接触確認アプリ

せきエチケット

　

市
で
は
、
学
校
と
の
連
携
事
例

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
郷
土
芸
能
の
更
な
る

継
承
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
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